
 
 

 
 

 
2005 年 4 月 27 日 （水） №1442 今期第 37 号 

 

 本日の例会  

 クラブフォーラム 
        稲田３０周年記念委員長 
 次の例会   5 月 11 日（水） 
次年度に向けて。。 中村会長エレクト 

 地区協議会報告    岩橋、竿本会員 
 先週の例会記録   4月 20 日（水） 
◇卓話 PETS 報告  中村会長エレクト 
 古道ウｵ―クに参加して 各務、坂上会員 
◇ビジター 和歌山南 1 名 
◇メイキャップ 和歌山北へ 1 名、南へ 2 名 
◇出席報告  

（会員数 31 名、出席免除会員 5 名） 
 本日出席(4/20) 20 名 64.52% 
 先々週出席(4/6) 24 名 92.31% 
◇Ｓ.Ａ.Ａ. 
 中井秀行君 中村守孝君 坂上 悟君 卓話の

喜び。坂上 悟君 写真の御礼。理事役員有志一

同 4 月度理事役員会剰余金。 
 
☆各務修市会員が地区大会に参加して地区大会の

簡素化・改革が実行されていると感じたこと、熊野

古道ウオークは「小雲取越」ハーフコース６.5 キロ

約３時間下りが多く急なコースでした。すがすがし

い森林浴を全身に受けてきたとのことです。☆坂上

悟会員からは体験型企画をしてくれたことに感謝

します。ウオーク中に道案内があればさらに良かっ

たと感じました。 

 会長報告  

中井秀行 
本日の卓話は 3 月 21 日ビツグ愛で開催のＰＥＴ

Ｓに出席された中村守孝会長エレクトに報告して

頂きます。 
１．2005-2006 年度ＲＩ会長はカール・ヴィルヘ

ルム・ステンハマーさんです。 
２．テーマは『超我の奉仕』。日本では『無料の奉

仕』の意味です。特に次年度は、ロータリー

は１０１年目になり、２００年へ向かつての

再出発の時であると強調されていました。 
３．次年度 2640 地区ガバナーは、海南東クラブ

の平尾寧章（やすあき）さんです。 
ＲＩから次年度の活動方針、強調事項は次の事項

です。 
１．以前から取り組んでいる教育と識字率の向上

２．水保全、それに伴って飢餓追放の運動になる。

３．会員増強、純増１名。 
４．地域社会のニーズを見極め、有益となる活動

をする。 
５．１９１１年ロータリアンが採択した『超我の

奉仕』の真の意味をじっくり考え、この思い

やりと寛容の精神をもつて遂行して頂きた

い。 
さらに地区運営方針・活動方針について平尾ガバ

ナーエレクトと成川パストガバナーから詳細に指

導を受けてこられたとの事です。 
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 四つのテスト 

 われわれがものごとを考え、言い、または    １）真実かどうか？   ３）好意と友情を深めるかどうか？ 

 為そうとする場合は、これに照合してから    ２）みんなに公平か？  ４）みんなのためになるかどうか？ 

2004-2005 年度 国際ロータリーのテーマ 

第 2640 地区 


